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1. 本実証事業全体と今後の実証事業の位置づけ

 本実証事業では、IPユニキャスト⽅式による放送の代替に関して、視聴者の受容性調査及び技術⾯
と運⽤⾯等における課題の抽出・整理を以下の流れで進めている

 今後は最終報告に向け、ブルー枠の検討項⽬を順次進める

実
施
計
画
策
定

3.実証エリアにおける
受容性・代替可能性の検証

⼩規模
中継局
エリア

ミニ
サテライト局

エリア

辺地共聴
施設
エリア

具体的検証⽅法の検討

・各世帯における調査環境設計
・集合検証における調査環境設計

・アンケート/ヒアリングの調査設計

4.
検
証
結
果
の
評
価
・
分
析

5.諸課題に関する
調査検討

技術⾯

運⽤⾯

最
終
報
告
書
の
作
成

適宜放送事業者・通信事業者等へのヒアリングを実施

フィールド調査（各世帯・集合）

2.実証エリアの選定

1.基礎的調査

ネット同時配信等の現状

設備導⼊・利⽤に関する市場

技術・制度・コスト⾯の
課題検討
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2. 今後の全体スケジュール

 今後のスケジュールを下表に⽰す

9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

マイルストン

１．基礎的調査

２．実証エリアの選定

3．実証エリア
における
受容性・
代替可能性
の検証

3(1)ミニサテライト局
エリア

3(2)⼩規模中継局エリア

3(3)辺地共聴施設エリア

4．検証結果の評価・分析

5. 諸課題に関する調査検討

★実施計画承認 ★ミニサテライト局速報
基礎的調査結果速報

★⼩規模中継局速報
★辺地共聴施設速報
⼩規模中継局残り速報

サービス⾯

設備構成・コスト・技術⾯

被験者確定等・準備

準備

設置試験

設置・試験

準備 調査B

調査A準備

調査B①
調査A

調査

検証結果分析

諸課題の整理

被験者確定等

11/12実施

12/19実施 1/15実施
調査B②
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3. 検証結果の評価・分析

 フィールド調査で得られた受容性・代替可能性の検証結果の分析を実施
 ⼩規模中継局等のブロードバンド等による代替に関する作業チーム（以下、BB等代替作業チーム）
で⽰された「仮置きされた品質・機能要件」の評価や⾒直しを実施

ネット同時配信等の品質・機能要件の評価
• BB等代替作業チーム取りまとめにおいて⽰されている

「仮置きされた品質・機能要件」について、本実証事
業の受容性等の検証結果を踏まえ評価する

協⼒世帯へのア
ンケートやヒア
リングから得ら
れた情報を基に
各項⽬を評価。

出典：⼩規模中継局等のブロードバンド等による代替に関する作業チーム取りまとめ

①ヒアリング・アン
ケート調査設計の
際に以下の項⽬を
参照し、調査内容
を検討

③②で検討した考え⽅、
本実証事業で得られ
る受容性・代替可能
性に関する調査結果
を基に、「検討にお
いて設定された仕様
/検討範囲」の評
価・再検討

②本実証事業で得
られる受容性・
代替可能性に関
する情報を基に、
「仮置きする項
⽬・内容の考え
⽅」について、
再検討

本実証事業で得られる受容
性・代替可能性に関する情報

品質・機能要件の評価⽅法

出典：⼩規模中継局等のブロードバンド等によ
る代替に関する作業チーム取りまとめ
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4. 継続して検討すべき課題の抽出・整理

 本実証事業における評価・分析を基に、継続して検討すべき課題を抽出・整理する

継続して検討すべき課題の抽出・整理

• 視聴者の受容性等についての分析・評価
• 放送の代替としてのネット同時配信等の品質・機能要件の評価
• 放送の代替としてのネット同時配信等の費⽤対効果の分析

（抽出・整理される課題のイメージ）
 視聴者は代替環境の操作性を重視することが調査の結果判明したが、ど

のような操作環境が適するのかについては未検討である。 等

継続して検討すべき課題の抽出・整理



- 5 -

5. 諸課題に関する調査検討

 本実証事業の調査結果とBB等代替作業チーム取りまとめを基に諸課題を抽出・整理する
 本実証事業の結果を基に課題や改善策について仮説を⽴て、それを基に事業者へヒアリングを実施

諸課題に関する調査検討スキーム

課題 改善策

運⽤⾯

技術⾯

運⽤⾯・技術⾯における課題と改善策の仮説⽴案

• 課題と改善策の仮説を⽴案
• 運⽤⾯では実証エリアの住⺠への周知といった住⺠理解や受信者対策に関す
るものや、地域制御、ユーザーアクセシビリティ、放送法に関する課題など
を整理

• 技術⾯については、基礎的調査の内容も含めた代替に関する技術課題を整理

本実証事業で実施する基礎的調査の結果、実証エリアにおける受容性・代替可能性の調査結果、 BB等代替作業チーム取りまとめを基に
運⽤⾯、技術⾯等における課題の仮説を⽴て、改善策を検討

基礎的調査や実証エリアにおける検証、BB等代替作業チーム取りまとめを基にした仮説⽴案

仮説を基に事業者ヒアリングを実施し、課題や改善策を検討
※視聴者に対する実証エリアでのフィールド調査の結果も反映

事業者（放送事業者、通信事業者）へのヒアリング


